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No. テーマ 内容 教員名

105 子どもと音楽

音楽は人のこころを動かす不思議な力があります。大好きな曲を口ずさんだり、体でリズ
ムを刻んだり、人は無意識のうちに音楽を心や身体で感じています。音楽は成長段階にあ
る子ども達の表現力、想像力、記憶力など様々な能力の育成に役立ちます。
出前授業では「わらべ唄・絵かき歌・リズム遊び・手話付き合唱」など、子ども達と一緒
に楽しめる遊びをいくつか紹介します。また幼稚園と保育園の違いや、私立と公立の違い
についても説明します。 音楽を用いた遊びを通して、表現することの楽しさや大切さを考
えてみましょう。

磯部 澄葉

106 英語で体育
《10月より開講》

小学校の先生をめざす人のための体育模擬授業を行います。これからの小学校教員は、英
語で授業を行う能力が求められます。金城学院大学は「体育指導を英語で行う力の育成」
にも力を入れています。「英語で体育」に挑戦する実践の機会を一緒に持てたらと思いま
す。

大金 朱音

107 英語の学び方
ー子どもから学べること―

子どもは簡単に外国語を学ぶことができる、という神話があります。さて、本当にそうで
しょうか？帰国子女はみんな英語がペラペラであるという神話があります。本当にそうな
んでしょうか？
人はみな、母語を学びます。自分はどうやって母語を学んできたのか、振り返ってみま
しょう。回りの乳幼児に注意を向けてください。どのように日本語を習得しているでしょ
うか？そこから、何か学ぶことができないでしょうか。子どもが母語を学ぶように、外国
語を学べたらいいと思いませんか？
日本の子どもたちがどのように日本語を学んでいるか、そして英語圏の子どもたちはどの
ように英語を習得しているのでしょうか。子ども文化、そして子どもを取り巻く社会のよ
うすに触れながら探っていきましょう。

小田 節子

108 子どもの権利と福祉

子どもは 「安心して」「自信を持って」「自由に」生きる権利を持っています。
遊ぶ権利や休息する権利、自分の気持ちや意見を表し、それを受け止めてもらう権利など
も、子どもが子どもらしく生きる「子ども期」にとって大切な権利です。絵本や写真、子
どもたちが書いた詩などを通して、国内外の子どもを取り巻く状況に目を向けつつ、「子
どもの権利(子どもの権利条約)」について学んでみませんか?

109 教えて！みんなの意見の集め方。
こども基本法について学ぼう！

2023年4月に「こども基本法」が成立しました。この法律では、こどもや若者の意見を聴
きながら国や自治体などのこども施策を進めていくことが求められています。こどもや若
者が意見を言う機会や仕組みづくりについて、また居場所づくりについて、当事者である
高校生の皆さんのアイデアや考えなどをぜひ聞かせてください。意見表明や社会参画の仕
方をワークショップ形式で学んでみましょう！

110 保育所・幼稚園の先生に必要な力とは

幼稚園や保育園の先生を目指す人は、どのような力を身に付けておくとよいのでしょう
か。子どもたちが幼稚園や保育園で楽しく遊び、のびのびと園生活を送るためには、保育
者が子どもに寄り添いながら、その子どもを次のステップに向けて育もうとする姿勢も求
められます。また、子どもはどんな遊びが好きで、何を面白いと感じるのかをキャッチ
し、子どもと一緒に遊ぶことができる力も必要になります。模擬授業を通じて、保育者に
必要な力について一緒に考えてみましょう。

西村 美佳

111 子どもと造形表現

幼稚園や保育園、小学校の先生を目指す人のための造形表現活動の模擬授業を行います。
子どもたちが楽しく造形表現の活動に取り組めるようにするためには、指導にあたる者が
その活動を楽しむことが大切であることを、簡単な作品作りを体験しながら学んでみま
しょう。

野村 和弘
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112 「学校」って何だろう

私たちにとってあまりにも身近すぎる学校。学校と無関係に生きている人などいないで
しょう。しかし、ほんの140年ほど前までは、今のような学校制度はなかったのです。
私たちは、学校に様々な期待や、思いを抱いてきました。「ごくせん」「金八先生」、山
田洋次監督の映画「学校」シリーズなど、どれほどの学校のドラマが、人々の心をつかん
できたことでしょう。学校は、私たちの人生にとって、かけがえのない存在です。
しかし、その反面、学校でつらい思い、苦しい日々を過ごしてきた人がいることは事実で
す。特に、小学校・中学校は義務教育ですから、そこから逃げることはできません。学校
が権力装置としての顔を持っていることも事実です。
あまりにも当たり前になっている学校を、いろいろな角度から考えてみようというのが、
この授業のねらいです。

原田 琢也

113 愛するということ
ー幸せになるためにー

愛は、偶然に支配されている感情や気分ではありません。愛するということについて理解
し愛する能力を成熟させることで、自分の力で愛を生み出し育てることができるもので
す。このような愛の本質を知り自分の愛する力を伸ばすことができると、幸せになれま
す。幸せになるために、そしてあなたと関わる人々を幸せにするために、正しく愛すると
いうことについて考えてみませんか。

治田 哲之

114 子どもの育ちを絵本から考えよう
赤ちゃんから子どもへ。子どもたちは、家庭で保育園や幼稚園で、どんな風に大きくなっ
ていくのでしょう？絵本を使いながら、みんなで考えていきましょう。

南 元子

115 英語で国際コミュニケーション

日本の学校では小学校から高校まで英語の基本を勉強しますが、英語を話す自信がなかな
か身につかないことが多いようです。世界共通言語の英語を使って一人旅をしたり、異文
化コミュニケーションをしたり、 国際理解を深めて、将来は小・中学校で英会話を教える
ことができたら素敵ですね。そんな自分をめざして、一緒に勉強しましょう。

MOLNAR,JohnA.
（モルナー ジョン）

本学「受験生応援サイト」

【お申込み・お問い合わせ】
金城学院大学　入試広報部
電話：0120-331791　e-mail：nyushi@kinjo-u.ac.jp

※ 授業は約５０分を予定しています。
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